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前副会長 ３年 （岡山市立竜操中学校出身） 

 

私にとって、西高は大切なことを教えてくれた学校です。英語とコンピュータを主としている「国際情報

科」に惹かれ、入学できた 3 年前がなつかしく思えます。 

国際情報科は、全国でも数少ない学科であり、他の科にはない授業や行事がたくさんありました。中でも

ＡＬＴといく一泊二日のイングリッシュキャンプは本当に楽しいものでした。 

また、部活動では陸上競技部に所属していました。私は、陸上をしていた訳でもなく、みんなで楽しく部

活をしている先輩方の雰囲気に惹かれ入部しました。そんな初心者でも入りやすく、みんなが楽しめる環境

を自分たちも作ろうと努め、たくさんの後輩をもちました。「最大の意地」をモットーに頑張っている陸上部

ですが、個人競技がメインであるため、個人個人の目標が違い、ズレが生じることが多々ありました。けれ

ども、たくさんぶつかりあった結果、自分自身も、みんなも成長できたのではないかなと思っています。そ

して現在、後輩たちが楽しく部活をしている姿を見ることができ、先輩として嬉しく思います。 

3 年間の高校生活を通して、私は、西高に入学し、友達や先生、先輩、後輩等たくさんの人と関わり、楽し

いことも辛いことも経験することができ、周りのありがたさに気付くことができました。いまふと思うと、

後悔することもありますが、そのとき苦しんだ自分がいるからこそ今の自分があります。本当にありがとう

ございました。 
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文化委員長 ２年 （瀬戸内市立牛窓中学校出身） 

 

寒さも和らぎ、南から吹いてくる暖かい風が新たな旅立ちの時を感じさせる今日この頃、卒業生のみなさ

ん御卒業おめでとうございます。 

 私たちが先輩たちと一番触れあうことができたのは、放課後の部活動です。いつもテキパキと指導して頂きまし

た。それはプレーだけではなく、うまくいかなくて落ち込んでいるときには優しく声を掛けてくださり、嬉しいこ

とがあった時は一緒に喜んでいただき、そのような暖かい先輩方の支えのおかげでここまで私たちは成長すること

が出来ました。先輩方と過ごした貴重な部活動の時間はきっと私たち全員の忘れられない、とても素敵な思い出に

なっています。 

まだまだ教えて頂きたいこと、学びたいことが沢山あるような気がしてなりません。どうかこれからも私たち後

輩のために時々お力をお貸し下さい。私たちは先輩たちが残して下さった歴史と伝統を大切にし、次の世代へと伝

えていきたいと思います。どうか卒業されてからも、この学校で学んだことや経験したことを活かし、それぞれの

夢に向かって大きく羽ばたかれますようお祈り申し上げます。本当にお世話になりました。 
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